
申込：青少年育成事業部　TEL : 03-3293-5466
＜10月15日（火）10時より申し込み受付開始＞

12/26（木）～ 12/29（日）

ぴょんぴょんスキークラブ
対象：5歳（年長児に準ずる）～小学6年男女

中高生スキーキャンプ
対象：中学1年～高校３年男女

場所：菅平高原スノーリゾート（長野県）

スキー、雪あそび、冬の楽しみをみんなでいっぱい体験しよう

スキー講習を受けて、最終日にはSAJスキー検定に挑戦！ スキー初心者も練習して山頂から滑ることができました

テーマは、「平和の種をまく」。第一部は礼拝をもち、クリスマス
メッセージを聞きます。第二部は東京YWCA会員グループが、ク
リスマスを祝い平和を願う発表をします。活動紹介の展示や、手
作り品の販売なども有。どなたでもご来場ください。

Christmas for Peace 2019

会場：東京YWCA会館カフマンホール12/7（土）11:00～14:30

宮古島に配備された軍事施設。これらは、島民の方たちのどんな
思いの中でつくられたのでしょうか。上映会と宮古島在住のゲス
トのトークから、今日本で起こっている軍事施設拡大の現実とそ
の周囲の人々の不安の声を聞いてください。

『宮古島からのSOS』上映会＆トーク

会場：東京YWCA武蔵野センター11/9（土）13:30～16:00

スキーキャンプ

“特 集
「きょうだい児」という言葉を知っていますか。病気や障がいを持つ人の兄弟姉妹のことです。
東京YWCAでは、障がい児ときょうだい児を育てる親の声から生まれた「障がい児

『きょうだいの会』」を2003年から家族支援の視点をもって展開しています。

“きょうだい児も家族も丸ごと支援
きょうだい

支援

Newsletter
公益財団法人

Newsletterは、東京YWCAの事業活動を皆様にお伝えするための広報紙です。毎回特集で取り上げる事業を中心に、東京YWCAの今をお届けします。
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アサヒワンビールクラブ
アンコアを支える会
オータムフェア実行委員会
株式会社リッカ
公益社団法人Civic Force
シスコシステムズ合同会社
七彩会
聖書を読む会
タヒチダンスフィットネスジャパン
ティーポットサロン有志
東京YWCA板橋センターの事業を支える
　クリスマスバザー実行委員会

東京YWCAキッズガーデン親の会
東京YWCA専門学校同窓会
東洋英和女学院中高部宗教委員会
2018キッズガーデンひまわりグループ有志
日本基督教団大泉教会
日本基督教団久が原教会
武蔵野センターの活動を支える会

「留学生の母親」運動グループまどか
「留学生の母親」運動城南地域の会
「留学生の母親」運動総武線沿線地域の会
「留学生の母親」運動工房「ひだまり」
その他有志

個 人 企 業・団 体

以上、感謝をもってご報告申し上げます。

東京YWCAをご支援くださる皆様に心より感謝申し上げます。2018年度は、寄付
目標額1305万円のところ、1337万7870円を頂戴しました。また、2019年4月～
6月の期間で、約78万円のご寄付をいただいております。引き続き東京YWCAへの
温かいご支援を心よりお願い申し上げます。

2019年1月1日～ 6月30日にご寄付いただいた皆様 （敬称略・五十音順）
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乾 康子
犬塚 靖子
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東京YWCA会館
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-8-11
TEL : 03-3293-5421(代表)　FAX : 03-3293-5570
Email : office@tokyo.ywca.or.jp

公益財団法人東京ＹＷＣＡ
http://www.tokyo.ywca.or. jp

YWCA（ワイ・ダブリュー・シー・エー /Young Women's Christian Association）は、キリスト教を基盤に、世界中の女性が言語や文化の壁を越えて力を合わせ、女性の社会参画を進め、
人権や健康や環境が守られる平和な世界を実現する国際NGOです。1855年英国で始まり、今では日本を含む120あまりの国と地域で、約2,500万人の女性たちが活動しています。

・東京YWCA板橋センター
・東京YWCA国領センター
・東京YWCA武蔵野センター
・東京YWCA野尻キャンプ場

Event 東京YWCAのイベントをご紹介します。皆様ぜひご参加ください。

●寄付申込書のダウンロードや、詳細はホームページをご覧ください。

■銀行振込（お振り込み情報の確認のため、必ず寄付申込書をお送りください）
　・ゆうちょ銀行（口座番号：10120 44516671）
　・三菱UFJ銀行 神保町支店（口座番号：普通預金 1924322）
　・みずほ銀行　九段支店（口座番号：普通預金 583583）
　いずれも口座名義：公益財団法人東京YWCA

■郵便振替（郵便局備え付けの払込用紙の通信欄に「寄付」とご記入ください）
　口座番号：00100-8-44681　加入者名：公益財団法人東京YWCA
■オンライン寄付（ホームページより受け付けています）

ご寄付に関するお問い合わせ先　財団管理部企画課 TEL：03-3293-5436 Email：kaiin@tokyo.ywca.or.jp

公益財団法人東京YWCAへのご寄付及び賛助会費は、寄附金控除の対象となります。制度の詳細は国税庁ホームページをご覧ください。

ご寄付のお礼とお願い
皆様のご支援により支えられています

発行日：2019年10月15日 （年2回発行）

2019 October

いのことをいつ・どう伝えるか、様々な迷
いを常に抱えています。「きらりんこ」で
きょうだい児が思う存分楽しんでいる
間、親は障がい児とじっくり過ごすこと
や、自分自身や家族のことを見つめる時
間ができます。きょうだい児、障がい児、
親それぞれが満足し気持ちが解放され、
家族がまた明日から元気に毎日を送るこ
とができます。

同年齢の子どもに比べて聞き分けが良
く、その反面、とても甘えたがる、そんな
きょうだい児の様子が気にかかり自主的
に活動を始めた母たちの「きょうだい児
支援を安定して長く続けたい」という強

きょうだい児が主役のプログラム「きらり
んこ」の日、東京ＹＷＣＡ 板橋センター
に子どもたちの元気な声が響き、きらき
らした笑顔が輝きます。この日はみんな
普段ため込んでいる気持ちとエネルギー
を発散するように思いきり遊びます。
お迎えに合わせて親同士の情報交換

「いどばた」を開き、きょうだい児と障が
い児の子育てについて語り合います。
障がい児を育てる家族の生活は、介助や
家庭での生活訓練・コミュニケーション
の練習、こだわりへの配慮等、障がい児
のことが優先になりがちです。その生活
の中できょうだい児は「もっと自分のこと
も見てほしい」と思っている場合があり
ます。そして親も、きょうだい児に過度に
我慢をさせていないか、兄弟姉妹の障が

い願いを受け、東京ＹＷＣＡが事業とし
て開始しました。青少年活動のノウハウ
や療育専門機関「東京ＹＷＣＡキッズ
ガーデン」との連携も活かして17年間
続けてきました。

「きらりんこ」を含む東京ＹＷＣＡの「障
がい児『きょうだいの会』」は、子どもの
障がいの種別も年齢も様々な家族が集
うことも特徴です。他の家族との出会い
で視界が開けた気がしたという家族の
声もあります。私たち東京ＹＷＣＡは、
きょうだい児と親が仲間と出会う場をつ
くることで、悩みながらも家族が前に進
んでいくことを支えたいと願っています。

多様な仲間との豊かな交流が
子どもと家族の力になる

当事者の声から生まれた活動
東京ＹＷＣＡが運営する強み



障がいのある次女を考慮して、長女はパパと2人でのお出掛けが
多く、なかなかレジャーに連れていってあげられませんでした。そん
な時、友人から紹介され参加した
きらりんこ。元々人見知りのなかっ
た娘は大勢の友達と１日遊べるこ
とが楽しく、帰るのを嫌がるほど。
毎回「次は何をやるのかなぁ！」と
楽しみにしています。

東日本大震災被災者支援事業　9年目を迎えて

いわきの家族5人と東京のお友だち

経年劣化で変退色が始まった写真

特 集

アーカイブプロジェクト進行中

Topics 東京YWCAの最新の活動の中から、注目の話題をお伝えします。

ボランティアリーダー養成講習
「ハラスメントしない・させない」
参加者だけでなくボランティアをも守るために

東京YWCA
板橋センター

03-5914-1854 itabashi@tokyo.ywca.or.jp
http://www.tokyo.ywca.or.jp/child/family/

☎

毎回気づきと学びがたくさん！

きょうだい児の子育てに不安や迷いを感じ仲間と情報を集めてい
た頃、「人知れず我慢を重ねているきょうだい児にも支援や同じ立
場の仲間との出会いが必要」という成人したきょうだいの声に出
会いました。板橋地域にきょうだいのための活動を！これは自分た
ちの子の代で終わらせてはいけない！そう考えＹＷＣＡに相談し
ました。初期の子どもたちは成人し自分の道を歩き始めています。
「自分だけじゃない。仲間がいる」という思いがあれば進んでいけ
る。彼らの晴れ晴れとした顔を見るとそう感じます。 きらりんこ集合前に親子で

子ども時代の体験が人生を歩む力に
山下奈津子さん（きょうだいの会立ち上げメンバー）

娘の体験の幅が広がりました
鈴木麻衣さん（いどばた・ふぁみりんこ参加者/きらりんこ保護者）

きょうだい児だから分かる魅力とやりがい
寺島輝さん（きらりんこリーダー）

特集 きょうだい
支援

私が平和をつくりだす。今、沖縄から学ぶこと
沖縄の民意に寄り添い、私たちができる
ことは何か。２つの上映会から考えた

左写真）「宮古島からのSOS」上映会のゲストトークは毛利孝雄さん
（沖縄大学地域研究所特別研究員）。フロアーとのやりとりもあり、宮古
島出身の参加者からはふるさとの現状をなげく発言があった。

貴重な史料を確実に将来に受け継ぐために

活動をイメージしながら講座をうけました

75年前、壮絶な地上戦を体験した沖縄。平和憲法が誕生し
ても、今も目の前にある理不尽な現実に私たちが出来ること
を考えさせられた上映会とトークでした。
『宮古島からのSOS』：6月20日の上映会＆トークには、81
人が参加。沖縄辺野古だけでなく、宮古島に作られた軍事施
設とリゾート開発による人口増加は、島民のかけがえのない
生命を脅かし始めていることを学びました。
『米軍が最も恐れた男～その名は、カメジロー』：米軍占領
下の沖縄で、弾圧に屈せず市民の人権のために行動した瀬
長亀次郎のドキュメンタリー。彼の行動にふれ、言葉を聞いた
市民が団結し声をあげ、変化していく姿に自分も行動しようと
勇気づけられた映画でした。当日7月27日は56人が参加。

ご関心のある方はどうぞお問い合わせください

3つの活動で支援しています
きょうだい児が主役「きらりんこ」
5歳～小学生を中心に10人前後が参加し、公園への外出や
室内での工作、調理等、毎回内容は多彩です。思いきり、心の
底から楽しんでもらうことを大切にしてボランティアのリー
ダーたちがプログラムを準備しています。当日はリーダーが
子どもたち一人ひとりを受け止め、とことん付き合います。

親同士の情報交換の場「いどばた」
きょうだい児の子育て、障がい児との兄弟姉妹関係、子育て
の仕方が違うことで生じる戸惑い、「きょうだい児の友達を家
に招くときどうしてる？」など日常のことを語り合います。「きら
りんこ」と同じ日に開くほか、平日の昼間にも行っています。幼
児～成人と子の年齢層は多様なので、先輩の話から先の見
通しがつき、先輩の立場の親はかつてを振り返ることで今を
見つめ直すことができ、お互いに力が得られます。

家族誰もが楽しむ「ふぁみりんこ」
家族同士が知り合い一緒に楽しもう、と年１回開催。恒例の
バーベキューでは火の番をしながら、子育ての情報交換の機
会が少ない父親たちの会話も自然に生まれています。

家族だけではハードルが高いアウトドアをみんなで楽しみます

きらりんこにリーダーとして参加して3年
が経ちます。毎回、子どもたちに全力で遊
んでもらえるよう、事前のリーダー会で楽
しさと安全を兼ね備えたプログラムを綿
密に計画しています。プログラム終了時に
「まだ帰りたくない！」と駄々をこねる姿を
見ると「楽しんでもらえてよかった」という
安堵感と、心地よい疲労感があり、リー

ダー冥利に尽きます。
私はきらりんこの子どもたちと同様にきょ
うだい児です。きょうだい児であることに
劣等感はなかったけれど孤独感は抱いて
いたと思います。その孤独を埋めてくれ
る、もしくは気持ちを発散させてくれるき
らりんこの意義の大きさに、リーダーとし
てのやりがいや楽しさを感じています。

スポーツとジェンダーを専門とする高峰
修先生を招き、ボランティアを対象に講
座を行いました。ハラスメントの定義や起
こる環境など事例検証の他、コーチング
とアンガーマネジメントなど、人と接する
時に何を意識していけば良いかを学びま

した。グループワークでは、青少年活動で
の場面を設定して、参加者が意見交換を
して講師から具体的な対処方法をアドバ
イスしてもらいました。キャンプやその他
の事業で活動する際に直結する内容で
学びの多い講習となりました。

1905年設立以来の史料は、東京YWCA
の歴史というだけでなく、女性史・教育史
等の研究資料としても価値あるものです。

専門業者による撮影・デジタル化の後、
データベースを作成します。史料保存のた
めのご寄付に引き続きご協力ください。

第9回支援バザーを6月29日に実施しま
した。今回も大勢の学生ボランティアが
参加しました。開場前ミーティングで、今
回の収益が、いわき市の重症心身障がい
児ときょうだい児、児童養護施設の子ど
もたちと先生をキャンプに招待するため
に用いられると報告されると、学生ボラ

ンティアの間から拍手が沸き起こり、
100人余りのボランティアに伝わってい
きました。若い人たちの新鮮な受け止め
に感化され、震災支援にふさわしい和や
かな会となりました。次回、第10回は東
京オリンピックのため、2020年5月30日
（土）に実施します。
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（沖縄大学地域研究所特別研究員）。フロアーとのやりとりもあり、宮古
島出身の参加者からはふるさとの現状をなげく発言があった。

貴重な史料を確実に将来に受け継ぐために

活動をイメージしながら講座をうけました

75年前、壮絶な地上戦を体験した沖縄。平和憲法が誕生し
ても、今も目の前にある理不尽な現実に私たちが出来ること
を考えさせられた上映会とトークでした。
『宮古島からのSOS』：6月20日の上映会＆トークには、81
人が参加。沖縄辺野古だけでなく、宮古島に作られた軍事施
設とリゾート開発による人口増加は、島民のかけがえのない
生命を脅かし始めていることを学びました。
『米軍が最も恐れた男～その名は、カメジロー』：米軍占領
下の沖縄で、弾圧に屈せず市民の人権のために行動した瀬
長亀次郎のドキュメンタリー。彼の行動にふれ、言葉を聞いた
市民が団結し声をあげ、変化していく姿に自分も行動しようと
勇気づけられた映画でした。当日7月27日は56人が参加。

ご関心のある方はどうぞお問い合わせください

3つの活動で支援しています
きょうだい児が主役「きらりんこ」
5歳～小学生を中心に10人前後が参加し、公園への外出や
室内での工作、調理等、毎回内容は多彩です。思いきり、心の
底から楽しんでもらうことを大切にしてボランティアのリー
ダーたちがプログラムを準備しています。当日はリーダーが
子どもたち一人ひとりを受け止め、とことん付き合います。

親同士の情報交換の場「いどばた」
きょうだい児の子育て、障がい児との兄弟姉妹関係、子育て
の仕方が違うことで生じる戸惑い、「きょうだい児の友達を家
に招くときどうしてる？」など日常のことを語り合います。「きら
りんこ」と同じ日に開くほか、平日の昼間にも行っています。幼
児～成人と子の年齢層は多様なので、先輩の話から先の見
通しがつき、先輩の立場の親はかつてを振り返ることで今を
見つめ直すことができ、お互いに力が得られます。

家族誰もが楽しむ「ふぁみりんこ」
家族同士が知り合い一緒に楽しもう、と年１回開催。恒例の
バーベキューでは火の番をしながら、子育ての情報交換の機
会が少ない父親たちの会話も自然に生まれています。

家族だけではハードルが高いアウトドアをみんなで楽しみます

きらりんこにリーダーとして参加して3年
が経ちます。毎回、子どもたちに全力で遊
んでもらえるよう、事前のリーダー会で楽
しさと安全を兼ね備えたプログラムを綿
密に計画しています。プログラム終了時に
「まだ帰りたくない！」と駄々をこねる姿を
見ると「楽しんでもらえてよかった」という
安堵感と、心地よい疲労感があり、リー

ダー冥利に尽きます。
私はきらりんこの子どもたちと同様にきょ
うだい児です。きょうだい児であることに
劣等感はなかったけれど孤独感は抱いて
いたと思います。その孤独を埋めてくれ
る、もしくは気持ちを発散させてくれるき
らりんこの意義の大きさに、リーダーとし
てのやりがいや楽しさを感じています。

スポーツとジェンダーを専門とする高峰
修先生を招き、ボランティアを対象に講
座を行いました。ハラスメントの定義や起
こる環境など事例検証の他、コーチング
とアンガーマネジメントなど、人と接する
時に何を意識していけば良いかを学びま

した。グループワークでは、青少年活動で
の場面を設定して、参加者が意見交換を
して講師から具体的な対処方法をアドバ
イスしてもらいました。キャンプやその他
の事業で活動する際に直結する内容で
学びの多い講習となりました。

1905年設立以来の史料は、東京YWCA
の歴史というだけでなく、女性史・教育史
等の研究資料としても価値あるものです。

専門業者による撮影・デジタル化の後、
データベースを作成します。史料保存のた
めのご寄付に引き続きご協力ください。

第9回支援バザーを6月29日に実施しま
した。今回も大勢の学生ボランティアが
参加しました。開場前ミーティングで、今
回の収益が、いわき市の重症心身障がい
児ときょうだい児、児童養護施設の子ど
もたちと先生をキャンプに招待するため
に用いられると報告されると、学生ボラ

ンティアの間から拍手が沸き起こり、
100人余りのボランティアに伝わってい
きました。若い人たちの新鮮な受け止め
に感化され、震災支援にふさわしい和や
かな会となりました。次回、第10回は東
京オリンピックのため、2020年5月30日
（土）に実施します。


